
 

 

掛川市市民チャレンジ公募事業委託 

様式第７号                                                                      

事 業 報 告 書 

団  体  名 森のようちえん 野いちご 

事  業  名 掛川市初のプレーパーク、入山瀬プレーパークであそぼう！ 

事 業 内 容 

(実施内容とスケジュールを具

体的に記載) 

①  プレーパークの開催 

第１回 2024年12月29日（日）、第３回 2025年3月2日（日） 

（第２回は雨天により開催中止） 

掛川市入山瀬718古民家周辺の、手入れした裏山や広場等での野外遊び 

 

※写真資料を別途提出します 

②  映画「ゆめパのじかん」上映会 

 2024年9月27日 

プレーパークに関する映画の上映会と、上映後のシェア会 

 

※写真資料を別途提出します  

事 業 成 果 

(事業計画に記載した目的、成

果目標及び波及効果に対する

達成度等） 

成果目標①野外で思い切り遊ぶことを通して、自主性や社会性を身に付け、心身と

もに豊かに成長していける子どもたちを掛川市において増やすこと。 

指標：子どもの参加者人数。達成目標：１回30～40人×３回開催＝延べ90～120人 

→①の成果 

第１回の子どもの参加人数：30人（目標30人に対して100％） 

第３回の子どもの参加人数：20人（目標30人対して67％） 

 

成果目標②男親の育児参加を促す。 

→指標：男親の参加人数で図る。（上映会参加は除く）達成目標：１回10～15人×

３回開催＝30～45 

→②の成果 

第１回の男親の参加人数：8人（目標10人に対して80％） 

第３回の男親の参加人数：6人（目標10人対して60％） 

 

成果目標③保護者世代・祖父母世代における、屋外での自由遊びで育つ子どもの力

の理解・関心が深まること。 

→指標：映画上映の来場者人数（大人）と、アンケートによる把握。達成目標：大



 

人の来場者人数50人、アンケートにて上映参加者の「屋外での自由遊びで育つ子ど

もの力」についての理解関心度の数値が参加前と比べて７割以上増加していること 

→③の成果 

映画上映の大人の来場者数：38人（目標50人に対して75％） 

アンケートの数値： 

映画の内容及び、プレーパークで大事にしていることを思い直し、設問を「子ども

の自主性を大切にした遊び場で育つこともの力」についての理解関心度の変化に変

更しました。 

結果→変化があった：77％ どう変化したのか→ほかの設問の内容から理解関心度

が増加したと考えられるものでした。 

 

成果目標④入山瀬地区の関係人口を増やすこと。 

指標：プレーパーク全参加者人数（大人・子ども含む）で図る。達成目標：60～80

人×３回開催＝180～240人 

→④の成果 

第１回の全参加者数（大人スタッフのみ除外）：60人（目標60人に対して100％） 

第３回の全参加者数（同上）：33人（目標60人に対して55％） 

 

また、プレーパーク２回の参加者の内、約半数は掛川市外の方でした。掛川市内の

人に対する入山瀬地区への訪問促進効果だけでなく、近隣市外に対する掛川市への

訪問促進効果がある活動であることが分かりました。 

 

事 業 期 間  令和 6年 6月 21日 ～ 令和 7年 3月 13日 

今後の事業展望 

(反省点・改善点、短期及び中

長期のビジョン、継続性・財源

確保等) 

【反省点】 

1． 主幹事業とのバランス 

・当団体の主幹事業は３～５歳の保育・教育であるが、今回のプレーパーク事業

はそれとは運営方法が異なった。そのため、人手が不足する中で力が分散し、主

幹事業の運営が滞る状況を生んでしまった。 

２． 映画上映会の集客不足 

 ・上映作品が過去に近隣で公開されたものであり、興味のある人はすでに鑑賞済

みだった。 

 ・興味のない人には足を運びにくい内容であり、鑑賞済みの人も再び参加したく

なるような企画が必要だった。 

３. プレーパークの集客不足 

 ・そもそも、スタッフの人員配置と経験値に対して対応しうる参加者の人数、駐

車場の停車可能台数など、目標数値の設定の見通しが甘かった。 



 

 

【良かった点】 

 ・設定した成果目標を一定量達成できた 

・「こどもを真ん中に人が繋がり育ち合う」という当団体の理念を体現でき、今

後の活動に繋がる事業となった。 

【今後の短期ビジョンと継続性】 

 ・主幹事業の安定が継続の鍵であるため、団体の強みを活かした事業展開を優先

する。 

 ・来年度は、以下の活動を検討する。 

1． ０～２歳の親子向け活動の充実 

2． 在園児の保護者同士の繋がりを深める活動 

 ・これにより、団体の安定と社会への貢献の両立を目指す。 

 

【財源確保】 

・現在の日本、特に静岡県・掛川市では「森のようちえん」などの野外保育施設

への評価が低く、収入は各家庭の保育料のみとく厳しい経営状況にある。 

 ・一方で、以下の活動は社会的に評価される傾向がある。 

   ・里山の保全・活用 

   ・過疎中での子どもたちの育成 

 ・これらの活動に対する助成金を活用しつつ、団体の付加価値を高め、最終的に

は寄付や助成金に依存しない財源の確保を目指す。 

 

【長期ビジョン】 

 ・「子どもを中心に、人々が繋がり合い、共に育ち合う場」を大切にする。 

 ・その理念のもと、持続可能な形で地域社会に貢献できる仕組みを構築していく

。 

 

 



映画「ゆめパのじかん」上映会



入山瀬プレーパーク当日画像




